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第７２回卒業式
晴天に恵まれ春の陽射しを感じる３月２日（月），令和元年度第７２回 卒業式（２９２名）が行われました。

①校長式辞（楠元務校長）

卒業生２９２名の皆さん，卒業おめでとうございます。私は３年

前の入学式の式辞で皆さんに三つのことをお願いしました。①高い

目標を掲げ，挑戦してほしいということ，②伝統を継承しつつ，新

たな歴史を創造する気概を持ってほしいということ，③出会いを大

切にしてほしいということ，です。その期待に応えて，皆さんは国

分高校での３年間の経験を通して，未来の社会を担うにふさわしい

知徳体のバランスのとれた人材に成長しました。これからの人生を

進むにあたり自分の個性を磨き自らの本領を最大限に生かすことを心がけてください。これから進む人生が一隅

を照らす発光体となって光り輝くことを祈っています。

②卒業生答辞（３年生平実奈さん）

私たち２９２名は今日国分高校を旅立ちます。今は名残惜しい気持ちで一

杯です。３年間の月日は流れ星のように輝きます。文化祭・体育祭・クラス

マッチ・遠足・修学旅行など全てがかけがえのない思い出です。時に厳しく

時に温かく私たちを指導してくださった先生方のおかげで夢に突き進むこと

ができました。この１８年の間，私の言葉で家族を傷つけたことがありまし

た。ごめんなさい。母はいつも温かいご飯を作ってくれ，父は守ってくれました。そしてここにいるみんなに支

えられてここに立っています。ここにいるはずの両親，そして後輩のみんなの姿が見えません。私の姿を見せた

かった。思いを家族に伝えたかった。それができなくて悔しい。しかしどんな形の卒業式であろうとも私たちの

青春は国分高校に刻まれています。いよいよ別れのときです。これからも迷うこともあるかもしれませんが，仲

間という生涯の宝物を手にした私たちはこの足で進んでいきます。

卒業証書授与 先生に花束贈呈 一人一人のスピーチ クラスで記念撮影

今年はコロナウィルスの影響で，保護者・在校生・来賓が出席せず，卒業生と教職員だけ

の出席という異例の形での卒業式となりました。しかし，厳かな中にも心温まるすばらしい

式でした。卒業生の皆さん，保護者の皆様，ご卒業おめでとうございます。

これから一人一人違う道に進んでいきますが，それぞれの道で夢に向かって頑張ってくだ

さい。




